
作 付 計 画 書

和光市農業委員会会長 様

令和 ○○年 ××月 △▼日

申請者 住所 和光市広沢１－５

氏名 和光 太郎 ○印

農地法第 3条の目的で申請する農地（採草放牧地）を下記のとおり耕作いたします。

1．申請地の所在およびその状況

2．取得予定地の経営計画

3. 周辺農地との関係

(記載要領)
１．[２]の「農作業従事日数」には、取得予定地にかける予定作業日数を記入してください。

２．[３]は周辺の営農状況と、譲受人による農作業に大きな違いなどがあり、相互に影響を及ぼすことが考えら

れる場合は、予定している農作業の方法を記載してください。

土地の所在 地番
地 目

面 積㎡ 土地所有者 耕作者
登記簿 現況

新倉九丁目 1111－1 畑 畑 1000

以下余白

計 １ 筆 計 1000 ㎡（畑 1000 ㎡ 田 ㎡ 採草放牧地 ㎡）

主たる耕作者名

及び申請人との

続柄

又は雇用人の別

等

氏 名 申請者との続柄 農作業従事日数

和光 太郎 本人 ３０日

和光 花子 妻 ２５日

和光 一男 子 ２０日

和光 菜子 子の妻 ５日

栽培作物別

作付予定面積

稲 施設野菜 露地野菜 果樹 飼料作物 その他

a a １０a a a a

肥培管理の計画
栽培品目・それぞれの農作業を行う時期・特別な農法を使う場合はその手段など

を具体的に記入してください。

必要労働量

(１日８時間換算)

年間延人数 生産量の見通し 粗収入の見通し

８０人 ＊＊＊＊kg ＊＊＊，＊＊＊円

取得した農地で

行う農作業等が、

周辺の農地又は

採草放牧地の農

業上の利用に及

ぼすことが見込

まれる影響

周辺の営農方法と大きく異なる作業を行う場合（防除法の違い・周辺との兼ね合

いが必要な作物の作付けなど）には、具体的にどういった作業をするのか。

それによって周辺の農地にどのような影響を与えることが考えられるのか。

そういった状況を踏まえて、周辺農地とどのように共生していく計画・予定とし

ているのかを記載してください。

育苗,病虫害防除,

収穫時期・方法等

記 載 例

年間の従事日数を申請地分で按分した日数になります。

年間従事日数×〔申請地面積÷（所有農地面積＋申請地面積）〕

で算出してください。

農作業従事日数の合計になります

捨 印


